
 

 

第７章 災害廃棄物処理 

 

１ 概 説 

 

都市で起こる天災等で発生する災害廃棄物の量は多量である。同時にごみ処理施設が被災すること

も考えられる。いつ起こるか予想もつかない災害に対して、常に備えることが必要である。 

川口市では、「川口市地域防災計画」の全面改訂と、環境省の「災害廃棄物対策指針」の策定を受

け、「川口市災害廃棄物処理計画」を平成２７年３月に改訂した。この計画では、災害に対する事前

の体制整備と市民・事業者・行政の連携に基づく災害廃棄物の円滑な処理を推進するための基本方針

が示されている。 

 

２ 市内災害廃棄物処理実施状況 

  

 一般ごみ(ｋｇ) 粗大ごみ(ｋｇ) 合  計(ｋｇ) 

平成23年度 ７，３７０ ２１，９８０ ２９，３５０ 

平成24年度 ― １，７００ １，７００ 

平成25年度 ６１０ １，１９０ １，８００ 

平成26年度 ― １１０ １１０ 

平成27年度 ― ― ― 

平成28年度 ― ― ― 

平成29年度 １２，６２０ ― １２，６２０ 

平成30年度 ９０ ２，８５０ ２，９４０ 

令和元年度 ２６６，７１０ ６６，６１０ ３３３，３２０ 

令和２年度 １３，５６０ ３，３１０ １６，８７０ 

令和３年度 ２１０ ５，０９０ ５，３００ 

令和４年度 ― ― ― 

令和５年度 ４，２４０ ２，４８０ ６，７２０ 
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